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川
な
殺
^
ぃ
を
狗
ル
す
る
？

加

- 

,リ

.

ふ
る
に
財
政
！！
要
の
質
的
®
成
は
國
民
經
め
の€1’

容
を
な
す
旣
伴
の
經
め
^
關
潜
に
拘
束
的
^
用

を

與

，
へ
て
資
本
ま
義
的
經
热
訊
ほ
^

の 

<

.

.

,

的

均
鄰
を
鍵®
せ
し
め
る，
0 4
九J

J
O
#

代
の
ぽ
家

_

公
共
財
政
は
，共
^
人
と
支
出
を
迪
じ
國
經
濟
に

■
を
加
へ.
"！‘
.國

民
，
，
' 

.

.

.
/ 

/

の|H

洲

活

勁

；
；
^
!
^
一
的
に
も
質
き
に
も
，拘

ポ

す

る

作

ザ

を

持

ち

、
年
々
を
の
、、拘
ポ
的
作

"
^
.れ
給
化
は
祟
®
レ
て
、
闕
妈
經
4
1
,
に
，.輝
^
5许
を
失

-
J 

- 

-
V 

: 

'マ-
-
-
-
-
' 

.

.

-
、
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‘ 

r
a
a
s
y
l
f
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Z 

\ 

■

.

,
は
し
め
、
何
格
を
通
す
る
市
揚
經S

の
調
節
作
用
を 

め
：

< 
■ 

■ 
' 

- 

■ 

' 

;' ,

,

.

例
へ
ぱ
A
リ
ナ
ル
ス
キ
ー

(

M
I
y
n
a
^
s
k
i
;
^

ぱ
7
歐

洲

謝

國

の

過

，大
な
る

.經
費

、
，担

税̂
5
^
l
£

過
重
が
、
國
内
资
本
の
蓄
積
を
妨
げ
、
國.
V,,: 

> 

ノ
\ 

"

民
所
得
の
梢
加
，を
妨
げ
、
消
#
能̂
カ
の
>
加
^
妨
げ
て
居
る
。
^
5
^
重
，な
る
租
税
が
な
け
れ
ぱ
资
本
の
蓄
積
が
賊
止
さ
れ
す
、
戾

間

事

業

も：

‘‘ 

> ,

、，翁
賊
の
機
命
を
持
ち
、
個
人
間
わ
所
得
の
分
配
も
一
層
合
理
的
と
な
り
、‘、、國
内
市
場
の
消
费
能
力
も
堆
大
し
得
た
で
あ
ら

'ぅ
と
云
ふ
。
炎

■;

.

1
、

典
ぼ
タ
の
過
大
な
る
と
と
、，，從
て
粗

.
f織
の

，
織

重

な

る

と

と

，
，が

、

.，內
國

市

場

わ

，購

贺

力

を

決

定

す

る

ま

得

の

增

加

率

が

生

：
庫

の

.ゆ
加

率
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‘

,
に
あ
く
れ
て
：̂
る
とS

ふ
せ
し
め
た

'の
で
あ
る
と僻

！
：

し
た
。(Mlparski;  Functioning  of  Goid  Standard  p.

き
.3

ま
，

>
 

‘
たS

財
政
欽
織
の
梢
加
は1,

般
费
を
商
め
て
生
産
费
ふ
惯
I
構

成

の

仲

縮

性

を

弱

，め
る
。

S

財
政
資
擔
の
增
加
は
國
M
所
得
’

€
；

梢
加
ょ
り 

.
' 

-

,
/欽
速

で

お

C\

て
"
坐
雍
對
す
る
財
政

A
嫁
の
相
お
的
曙
迫
を
增
加
せ
し
め
た
9
,
;
^
:

財
政
負
擔
の
影
響
の
下
,<
農
業
に
於
け

-

，

. 

\

 

 ̂

, 

7

る
運
轉
資
本
の
需
は
、
請
極
の

i

の
多
額
な
颇
繁
な
ま
拂
に
爽
て
る
た
，め
に
增
が
し
た
。：§

：

社

會
所
得
に
公
共

體

が

參

加

す

，る
部
分 

は.j

ニ
0
%
叉
'は
，之
を
想
え
る
が
"
.そ
、れ
はi

內
資
本
の
形
孩
の
抑
壓
手
ザ
と
レ
て
作
用
し
、、
、ル
國
資
金
に
射
す
る
需
要
を
播
加
せ
し
め 

た
。
！
^

!の|g

事
情
れ
ら
ム
’リ
ナ
ル
ス
ャ

1
:
次̂
ひ
如
き
一
般
的
^
論
に
導V
?

世
界
大
戦
後
の
財
政
ゆI

般

(
間
接)

生
産
巧
を
過
度 

脑

货

せ

し

め

、

そ

れ

と

！！

1 ：

じ
割
，合

ぬ

、

_

そ
れ
ら
の
生
産
我
の
構
成
を
旧
定
化
せ
し
め
た
ぼ
か
り
で
な
く
"
到
る
處
でH
業
-
•職
業
，
’商 

紫
を
し
て
以
前
よ
：̂
も
一
府
多
く
め
內
外
のi

照
トC

毀
金)

.に
賴
ビ
し
あ
た
0
.
•
き

翁

の

爽

用

增

加..
•
，坐
魔
数
の
，マ
般
的
構
成
-
財
政
食
擔
‘ 

の
^
^
.
^
と
ハ

に̂
は

-:|2
梭
な
る

^
;あ
が
あ
る
と(

<
、.
4
0 

(Mlynarski, Credit and Peace, p. 

l
o
o 

,
，
‘ ：
：
：：：

，：

；

財
政
ダ
國
K
の

生
産
沿
動
，の

結

果

(

國
民
生
産
物
-
>國
民
所
得)

の
多
く
の
，部
分
に
數
加
吸
脱
し
て
之
を
御
★
レ
、
そ
t
o一
 

部
は
公
徵
、
 

数

•
恩
^

か
等
と
し
て
刺
子
生
估
者
.
♦ほ
給
生k

者
に
、
購
買
力(

ゆ
例
の
下
-M
:ぐよ
っ
て
.

的
に
咐
加
す
る〕

を
刺
制
の
ド

_化
分
配
' 

す
グ
ミ
W
政
がM

S

所
得i

參
‘加
す 

1る
部
分
が
大
な
る
こ
と
は
ソ
ま
た
財
政

.が
經
將&

働
に
よ
つ
て
受
け
る
银
§
 (

景
氣
感
受
性
：>

4激
、
 

ぐ
な
る
。
，M
政
の
經
濟
拘
来
性
と
パ
氣
感
变
性
と
は
冗
に
關
聯
し
て
グ
0
の
.彌

庞

を

增

火

：
：
^
た

の

で

あ

る

ひ

 

,

.

励

A、

化
於
け
る
財
政
の
地
被
に
關
す
る
傳
统
的
赏

i
の
觀
念
に
！
^
ウ

p
^
v
.

財
政
の「

感
受
性」

の̂
大
な
る
こ
と
を 

强
調
す
る
が
、
少
く
と
も
一
九
ニ

0
年
化
に
於
て

>財
政

の

經

、洲

拘

ボ

？

と̂
丛
が
氣
ぽ
受
性
と
の
れ

‘̂
^
關
^
"
^
於
て
は
財
政
v
:
,
,
r

抵
め
ゥ
拘 

艰
性」

.がr
：r

パ
氣
感
愛
ゆ」

に
光

.行
し
て
：
を̂
。
，財
政
が
國
經
濟
過
程
’に
參
加
す
る
服
り
ゆ
假
令
輕
微
セ

1 

あ
ら
ぅ
と
成
る
程
族
の
狗
ポ 

性

を

て

居

り

、
まM

市
'揚
經
濟
の
發
城
過
程

’に
現
は
れ
る
波
動
と

-し
て

溶

氣

變

動

或

：
：
^
厲

雜

濟

.

の
.構糖
#
動
の
.影
響
を
感
受
す 

る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
强
廣
と
原

W結
跟
の
關
係f

問
題
で

‘あ
る

"T

九
ニ

0
ギ
代
の
主
要
謝
國
，のS

政

，

C

米
ぽ
を
別
と
し
て〕

は
、
 

本
半
：説
雜
流
の
お
己
法
則
ね
發
展
を
拘
ル
す

‘
用
が
强〜

S

政
黄
き
加
重
は
低
格
の
仲

‘脆
性

'を
i
债
格
を
通
す
る
ホ
場
的
調 

糊
作

f
ポ
め
た

‘

0
：

セ
あ
る

‘。.S

政
か
！！
^
'
^
激
乂
み
り
か
，

：

I
：；

財

政

の

來

性

ミ

で

あ

っ

た

こ

と

S
モ

あ

る

。
そ 

，
、
い

ぃ

，

v
' 

‘ 

• 

.

- 

'
チ

，C
-
K
‘£
' 
,
 

_



,

’
公
サ
/.̂
ポ
の
效
3̂
の̂
’り
測
仲
に
つ
い
て
、

： 

,,
 

.
.

 

六

01<,

六)
し
て
き
政
が
嚴
鎮
毅
動
の
厳
幾
を
弾
ぐ
感
受
す42

不
況
狀
態
に
甥
し
て
ま
た
：史U

S

政
の
食
愈
加
重
に
よ
る
經
濟
拘
5̂
作
«
が
'耀
：料
不
況

’
 

‘
 

を>1

，層
深
刻
な
.ら
レ
め
た
，
の
で
あ
る
0..(

従
て
明
者
の
お
冗
關
聯
，は
、
斜
济
狗
來
愧
I
景
氣
感
受
沖
ふ
游
桃
御
沖
-̂3

が
辆
據
受
押
と
.眉
奴
し
て
I
 

お
济
を
ー
赠
傲
观
な
レ
恐
慌
に
藥
い
た
の
‘で
あ
る
：}’、
 

' 

' 

、
 

'
 

\

t

九
ニ0

ザ
代
に
き
る
財
政
の

S
沸
抑
i

の
强
族
に
現
は
れ
た)

社
會
雜
濟
的
重
要
性
は
，、i

成
財
政
學
説
の
想
W
的
®
當
性
に
多
，

：
、

， 

く
の
疑
卯
，
反
省
を
化
せ
'し
め
た
。

>

 
プ
ケ0

：

如
く
W
政
學
は
、
&

家
計
の
邀
問
で
あ
る
とt

ふ
既
存
の
概
念
を
擴
張
レ
て
、
公
共£€  
,

.
 

計

と

滞

細

過

程

'ふ
の
間
の
相
冗
蘭
連
に
關
す
る
學
問
で
あ
る
と
{ル
義
し
た
れ
も
そ
の1

の
表
瑰
で
あ
る
が
、/
ヵ
ア
，ル

.
マ‘、

V

は

財

‘

政
政
策
は
舰
に
公
井
家
；̂
の
牧
支
均
御
を
確
保
す
る
ホ
段
で
は
な
く
、’國民

！！

濟
的rcfg

を
達
成
す
さ
手
段
で
.を
る
'と
レ
て「

財
政
政
策 

，の
經
濟
化」

を
説
く
。'
イ
エ
ヒ
ト
、
，ズ
，ル
ク
ン
‘，に
於
け
財
嫩
祀
會
學
の
现
論
A
財
政
學
Tを
現
贤
称
學
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
要
求
の
爽
. 

現
で
あ
る『

イ
エ
ヒ
ト
‘は
公
共
體9-

終
消
を
，孤
立
せ
し
め
す
に
其
時
代
の
全
體
9
社
會
例
經
博
‘的i

わ
‘の
關
聯
に
於
て
取
扱
ふ
べ
き
こ
‘.

.

ン 

と
を
主
‘張
す
を
ズ
ル
タ
ン
の
學
說
の
根
本
现
念
はr
國
家
と
輕
濟
と
、
の
統
合
，に
れ

H
i
.の

！！

逝
と
ま
能
を
認
識
ホ
る
ら
..と
：

j.

ゼ

も

：ツ
ー
：
ン 

.る
。
ま
た
リ
ッ
チ
’ロ
ル
は
財
政
の
木
齊
と
私
經
濟
と
の
比
較
に
於
て
知
ら
う
と
ず
る
從
來
.の
試
み
を
誤
り
で
あ
る
と
し
て
、
财
政(

w
家
：ぺ
；
\,

經
被)

の
本
質
的§

:

腐
を
ま
換
經
濟
‘

(

市
場
經
濟>'  
組
織
と
のlEl
训
-に
於
て
把
握
し
よ
り
と
し
て
、
經
截
社
會
が
ニ
の
尉
立
す
る
經
濟
組
.：

：....：y  

織
I
資
本4f;

義
輕
鴻
組
織
と
共
同
經
お
組
織(

公
共
鶴
® 
‘を
.か
ら
柳
成
さ
れ
，る

ふ

J

，ニ

S

的
經
濟
組
織
論
に
：.到
達
し
.て
M

る
9 
.,財

'一
.，レ
：

'  

政公兆家补論ら離れ

.よ
う
と
し
て：3

る
。，
成
は
、
ミ
ユ
ル
ダ
‘-̂
ル
は
"、
他
の》

か
な
る
領
域
に
比
し
て
旣
存
の
財
政
論
ほ
ど
に
公

- 

-
-
-
-
-
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，正
*:

ボ
義
とIK

ふ
が
如
き
，形
而
上
學
的
な
泥
入
物
が
多
く
、
ま
た
政
め
的
：嬰
求
の
壓
迫
、®

く
作
用
し
た
學
問
は
な
い
。
選
棵
的
な
政
策
1
 

處
®
の
，作
用
を
確
認
し
，、
政
治
的
：

^
定
を
正
し
レ
現
M
的
認
織
の
基
礎
に
於
て
把
握
し
链
る
や
う
に
す
る
I
I
的
に
極
め
て
*
嬰
な
課
題 

を
財
政
寧
は
ガ
分
に
採
り
上
げ
て
居
な
い
と
云
ふ
。
そ
し
て
廣
義
に
於
け
る
租
税
歸
着
論
、-
郎
ち
机
役
の
路
作
用
の
學
間
が
、全

財

政

學

め

'

-
- 

-
- 

- 

/
-
•
、
- 

•
; 

-
- 

.

.

. 

. 
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-
-
- 
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-
-
-
'
-
.
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- 

.
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. 

■

•
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-
I
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-
-
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-
-
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:
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I 

. 
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.
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：
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.
，
■

/ 

V 

-
t 

' 

■ 

- 

I
:
-

1-
I 
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 ̂

■ 

- 

- 

- 

-
-
•
(
>
. 

•
-
V
I 

• 

" 

: 

V

I
I
■I

I：
■S.

I
を
I：
ゆ.:Iぎ!
|Si'mi
I

t

の

あ

i

ゃ
と
ふ
。
純
粹
理
論
と
し
て
の
全
財
政
學
ゆ
祖
役
歸
着
論
ホ
唯r

の
'
^
容
と
す
ベ
き
'で
あ
：る

‘と‘
つ
て
財
政
學
の
他 

の
部
分

(

，例
へ
ぱ
微t公
愤

)

‘の
經

S

的
作
用
：‘歉
、架
の
與
論
を
財
政
學
か
ら
桃
除
す
み
こ

i
に
於
で‘ミ
ユ.ル
グ
ー
ル
の
.所
滴
は
不
-レ
ル 

全
で
あ
る
。Iし
か
し
租
税
論
に
の
み
限
定
す
れ

」

は
、
ミi
ル
ダ
ー
ル
ゆ
ま
成
財
政
學
の
狀
旧
を
：正

‘し
く
指
摘
し
て
居
る
。
一
力
三

O
H
U

 

_部
の
ド
ィ
ツ
、
は
，
シ
ャ
ハ

h
£
nを
以
て
云
へ
ぱ

T

お
骨
有
の
社
會
保
險
食
婚
，へ’重
服
に
、
ょ
っ
て
ド
ィ
ツ
經

£
は
W
壊
し
っ
っ
み 

る
。

Eg,

初
，

i

倘
A
の
金
業
が
廣
乏
し
、
次
い
で
す
ベ
て
の
紘
濟
部
門
が
、
厥
後
に
，全
照
が
湖
媒
サ

：

るJ.,,

败
廣'に
あ
っ
た
。
し
か
る
に

、
ミ 

-ル
グ
上̂
%を
以
て
す
れ
ぱ
，

「

ル
レ
く
ニ
：
^
を
葉
の
ド
ィ
ツ
の
粗
|
ぶ
い
か
に#
用
し
て
居
る>か
に
っ
ぶ
は
何
人
も
|
 

的
な
と‘と
を
知
ら
な
い
し
/,の
で
あ
る
。
旣
成
財
政
學
は
そ
の
、現
赞
性
：

M
s、性
を
义
っ
て
辱
た
の
で
あ
る

。
.

' 

.

.
‘ 

.
5.

れ
な
る
財

沾̂
励
も
、
.公
共

，収

入

調

達

の

，
效

级

と

公

弁

收

入

便

ぜ

CM

貴)
'

の
规
舉
と
ふ
比
儉
考
量
せ
ね
ぱ
そ
の
；̂
々
の
痛
否
の
ポ 

斷
を
下
し
得
なi

と
云
ふ
こ
と
は
、
使
く
財
政
學
密
の
云
ふ
所
で
あ

.る
。C

例
へ
ぱ
グ
ル

.ト
ン

.

)

.然
る
に
ま
た

.凯
，成S

政f

チ
の
■
說
と
か

：
. 

て
は
，"
财
政if

は
經
数
は

#Sj

の
所
與
の
も
の
，と
し
て
、
そ
の

‘經
我
充
兄

Q
fため
’、の
牧

人

調

js

す
研
究
す
る
こ
と
.ボS

政
學
の
主
要
任
務 

で
あ
る
と

一
；

4

ふ(

例
、H
1ベ
ル
じ)

そ
の
！
！ぞ
所
與
の
も
の
と
さ
れ
る
經
費

：̂3

か
な
る
作
用

•效
：東
を
持
っ
の
か
ね 

'
ま
た
い
か
な
：
 

る
作S

效
巢
を
持
ウ
繁
の
た

☆
ま
収
入
が
調
達
さ
れ
や
ぅ
と
す
る
の
か

0

の
作
用„

、
效
报
の
裏
認
識
は
、
そ
の

.所
與g

も

：
' 

の
と
見
る
べ
し
と
云
ふ
經
費
の
決

{に
、
‘更に
ま
た
公
共
収
入
調
達
の
研
究
に
、
先
行
す
ベ
で
あ
る
。
然
る
に
、
旣
廣
政
學

-に
#
:

て
さ
のI

作
用.
l
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財
政
學
體
系
の

‘内
に
經

€
:
^
理
論

.
^狭く
ご
と
又
は

®
視
さ
れ
て
居
る
こ

.と
は
、
與
成
牀
政
學
に
於
け
る

.ま
大

..
の
，
理

論

的

、

^
，め

..

L

，で
一̂

' 

ゎ
、
ま
た
旣
成S

政
學
を
し
て
そ
の
現

K
性• 

踐

.性
を
失
は
し
め
た
最
大
原
因
の
ニ
で
あ
义

。
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於
み
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れ
の
效
采
の
可
侧
沖
に
ウ
い
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化
财
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に

树

營

諭

'かい
か
-'
に
取
傅
ゅ
れ
た
か
に
ゥ
い
て
は
、
.ま
：！、

す
三
ギ
叫
月
駒
、
五
.月'眺
、J

ハ
月
號(

所

i
 

I
-財
政 

I 
に
1け
る
經

§
のi ：

超」

k
は、拙ル淋政思想史、
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ま

群

ル

カ
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Oポ十
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B
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ホ
十

‘んめ
め
i
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ア
ダ
ム
；
ス
ミ
ス
：

a
/
M

家
收
、入
-の
全
部
或
は

'殆
ど
桑
部
は
、
-
/
大

多

數

の

國

，
々

に

於

て

、

不

生

雍

的

勞

働

者

を

維

‘
持

す

る

た

め

に

侦

用
 

さ

れ

て

！̂る」
…

君

主

の

収

人

が

不

生

産

的

勞

職
！
？

以
，
外

，
の

者

を

維

持

す

る

こ

と

は

稀

で

あ

る

」

と
.云
っ
て
、
國
家
維
费
の
.不

性
 

を
説
く

Q
し
か
も
國
家
鎭
毅
梢
加
の
敲
大

-の
原
闲
ゅ
ぜ
傭

€
 ̂

•

戰
資
で
あ
ひ

'て
、
1
*國防
は
富
裕
ょ
り
ぷ
重
寒
で
あ

^
^

」

と

す

れ

ぱ

"
そ
の 

經
喪
ボ
不
生
あ
的
で
あ
っ
て
も
、
そ

が

的

效

果が
！
：

斷
を
超
ぇ
や
絶
對}£

必
要
で
あ
り
、ハ
財
政
學
に
と
っV

絕
對
的
にr

所
與」

の 

も
の
と
な

'る
。
た
可
能
な
ら'S 、：
セ
イ
のJK

ふ
如
ん
、
す
べ
て
わ
旧
政
計
畫
の
を
で
！

S

息
の
も
の
は
經
費
の
最
も
少
書

‘で
^
る
と 

JK

ふ
’
に
な
る
。
ミ
ル
の
如
く

、！-：K
 •
离
あ
の
努
働

#
働
の
保
護
に

.使
用
さ
れ
る
間
接
的
生
產
勞
働
と
し
、，：施
政
宜
し
含
を
得
て 

居
る
國
に
於
て
は
彼
等
は
産
業
の
お
動
に
對
し
て
、
そ
の
費
用
に
等
しS

ょ
り
も
遥
か
に
多

Iく
の
貢
献
を
す
る
。
故
に
社
會
全
體
と
し
て 

そ
れ
ら
は
生
産
伐Q̂

L

ぜ
で
あ
る〜

と
！

K

ふ
力
' ま
た
ガ
ァル''

•デ
ィ
ツ
ェ
ル

-わ
化
産
説
、
シ
ュ
ク
イ
ン
の

W
お
產
說

‘ぬ
'於
て
も
、
.
.そ..
の
'生
.産
- 

的
义
ぱ
搏
生
雍
的
；

を
生
す
る
過
程
の
說
明
は
與
へ
ら
れ
て
居
な
い
、の
で
あ
る

0 

,

,

,

,

:

,

‘‘
ヴ
グ
.ナ
ァ
に
於
て
は
財
政
收
入
と
支
洲
は
雜
濟
財
の
生
産
，•
☆配
過
程
に
於
て
^̂
機
的
地
位
を
占
め
、
財
政
は
有
形
財
を
，無
形
貼
に
轉
：
 

M
し
、
私
經
觀
の
物
，的
財
化
を
W
家
の
用
役
給
付
に
轉
#、し
、‘ま
た
國15?

經
濟
に
'!?す
る
直
接
’ル
び
間
接
の
影
響
，に
ょ
っ
て
國
家
給
付
を
一 

,1$

び
W
货
め
縛
换
す
，る
乎
段

AJ

し
て
の
機
能
を
持
っ
て
居
る
と
云
ふ
。
財
政
は
財
貸
-

(

貨
路)

'を
調
達
し
、
‘
之
を
以
で
國
家
は
强
制
共
同 

經
：

t

と
し
て
の
任
務
の
遂15

の
，た
め
に
主
と
し
て
/無
，形
财(

公§
1

1

•瑕
役
給
付)

を
作
^
<
>
0
'

國
1
1
^
と
.財
政
を
ニ
の
總
科
體
と
し
て
見 

れ
ぱ
、
生
と
し
’て
な
形
牀
が
無
歡
に
轉
換
す
る
過
程
を11€

す
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
‘こ
の
，無
形
財
は
國
民
雜
濟
全
體
に
と
っ
て
‘も
バ
オ 

ベ
て
の
侧
人
‘の
取
雜
：

£

的
行
お
に
と
っ
で
ふ
不
可
缺
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
/之！；j ：-

の
國
家
給
化
は
、
ま
た
國
家
,

M

f

t

l
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國
民
經

^
i
l
t
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i
l
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i
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i
i
i
i
i
i
i
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i
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i
i
i
i
i

濟
的
窓
義
に
於
て
極
め
て
生
#
,的
の
，も
の
'と
認
お
べ
、
き
で
ぁ
る
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但
し

V、
パ

Q
國
家
活
動
の
、技

術
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經
濟
的
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産
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判
定
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こ
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も
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と
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國
家
給
村
の
僧
，値

及

び

我

州

を

一

般

ま

’た
個
別
的
に
許
愤f

る
こ
と
，はS

雞
で
あ
る
Q
-大
多
數
の
，國
家
給
付
は
無
形
的
性
質
の
も 

の
で
あ
り
、
賣
却
し
得
な
，い
性
贤
か
も
の
で
ぁ
る
。，
交
換
價
値
を
あ
め
る
こ
と
は
ぬ
來
す
、
使
用
偵
値
の
み
を
極
く
ー
紋
的
に
求
め
得
る
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に
す
ぎ
な
い
と
云
ふ
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，そ
と
で
常
な

O
H

i
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な
る
財
政
襟
！̂

-
そ̂
の
化
敕
め
に
：！̂
英
の
化
諮
と
し
て
立
憲
的
喪
料
濟
に
於
て
：̂
、W
货
践
上 

に
は
、
旣
存
の
闕
家
給
伸
全
體
は
始
と
间
職
と
さ
れ
な
い
で
、
>旣
存
'の
5̂動
^
廢̂
ル
さ
れ
，め
も
の
义
は
新
規
に
生

^
る̂
個
別
的
活
勒
の
，み 

が
、

そ
の

E
i

g

と
か
用
と
に
、
り
い
て
‘
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めkr

れ
るJ0 ；

と
’に
な
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と
云
ふ
の
で
あ
る
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1
 

從
て
ヮ
グ
ナ
ズ
の
*
縛
を
見
て
も
、
國
家
經
找
の
雜
済
的
效
夢
は
1

經
濟
的
货
義(

具
體
的
に
：̂
資
本
主
義
經
：

S

的
意
味)

に
於
‘て

■
 

■
 

.r--- 

て
-
-
.
-
-
-
-
-
-
:-. 

■
'
■
-
-
■

ル
的
で
は
あ
る
が
、
ホ
：と
し
て
無
形
財「
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兆
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出
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
無
形
財
はi

乂
換
似
；

S

を
有
せ
す
、
同
家
給
；̂1

よ
っ
て
W
片
にH

へ
よ
ぅ
と
す
る
纖0

的
利(I

に
つ
い
て
货 

將
他
評
傲
を
行
ひ
得
な
，い
。
ま
た
き
規
ド
咐
加
し
又
は
減
少
ず
る
國
家S

励=

國
家
給
付
め
服
ルi

利
盤
に
っ
ぃ

て
/
そ
の
偵
値
と
费 

招
し
に
？
い
て

S

す
I

合
，に
も
、
'そ
の
1

は
货
s

g

s

し
.得
て
も
そ
の
I

は
貨
幣
的
に
S

じ
得
な5

。
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I

 

のIgJS

動
に
よ
る
國
家
給
：̂
は

{:公
共
施
設
、.‘用
役
給
化
ふ
：し*5
‘を
の
國
1̂
に
何
等
か
の
利
猛
を
與
へ
よ
ぅ
と
す
る
が
、
そ
の
所
期
の 

利
き
は
必
す
し
か
i

的
に
測
定
し
、得
る
雜
的
利
雜

E

眼
ら
れ
る
，の
ザ
は
な
く
、'
經
济
外
的
利
猛
を
作
旧
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
居 

る
隅
家
給
：̂
が
あ
ン
ミ
‘
ま
た
货
m
的
•に
測
ポ
し
得
る(

れ
量
し
得
る)

國
家
給
伸
も
そ
の
所
期
利
益
が
、
取
經
博
的
だ
動
の
場
合
に 

f
ノ
て
f

s

期
に
f

、
そ
の
|

絵
付
が
い
か
,な
る
I

的
2
 

(

I

し
得
る
I

)

1

す
る
か
S

果
に
關
す
る
事
前
の

.公
‘：̂
發
の
效
跟
の
：

3

测
れ
に
'っ
い
て 
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a
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A
O

)
'刺
^
に
於
て
-は
主
"觀&

慎
に
基
く
所
が
多
く
、
>
そ
や
終
濟
的
效
果
ぃ
を
W
觀
的
評
償
を
行
ひ
得
な
い
場
合
が
多
い
0
從V

J
f

、S

政 

(

乂
は
國
家
經：

傅)

と
私
經：£

と

の

比

較

に

於

て

、

そ

の

相

遠

を

示

す

蕭

特

徵

，の
，
一
に
、
財

政

に

於

て

ぼ

共

牧

入

ふ

經

K
の
資
额
は
計
鼠 

し
得
る
が
、
そ
の
效
果
は
計
量
し
得
な5

こ
と
が
単
げ
ら
れ
て
：

S

る
0

.

.
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旣
成
財
政
學ST,
於
て
、
挺

^
理̂
謝
が
輕
視
さ
れ
た
こ
と
に
っ
い
て
は
，、
此
政
需
露
の
は
兄
と
財
政
牧
人
の
調
ぽ
と
わ
上
に
じ 

.

.

.

.

.

.
と

:..

〈

後

|
?
^
必
す
前
者
を
保
證

.す
る

0
.
'
^
1

と
，1
1
^
.

ふ
親

.れ
る
御
念

.が
潜
辨

~
;
^
.

て
.愿
を
場
合

.處

.認
め

-
^
^
.
/
^
^
.
.
.
.
.

し

‘力
し
，：
.
.
財
政
收

'入
，

(

財

.政，す

.金，〉 :

-
の
調g3

は
財
政
需
要
の
充
足
に
と
ウ
て
、ぱ

间

準

i

行
種
で
か
っ
て
、
財
政
資

の̂

^
は
あ
の
ま
ま
財
政
！？
要̂
の
充
で
は
な
く
、

ま 

た
前
密
は
，必
す
し
も
後
者
を
保
讀
す
る
も
の
で
，は
な
いJ  

ん 

\

\

ベ
：
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，
し
か
し
、
隨

，51

公
共
經
毅
‘の
、理
論
が
、
旣
成
財
政
學
に
於
て
始
ど
採
り
上
げ
ら
れ
な
か0

た
論
观
的
理
山
と
し
，て
は
、
經
ゆ
现
-論
の
研 

み
九S

像
と
な
る
べ
き
現
赏
の
國
家
公
共
經
か
の
所
期
の
刺
猛
が
摊
我
‘的
利
益
；̂
購t

疋
さ
れ
す
、‘主
.と
し
て
無
形
財
を
作
出
す
も
の
で
ぉ
ク 

て
、‘經の量額は量じ得てもグ

G
の
效
果
を
客
觀
的
基
準
に
よ
っ
て(

例
へ
ぱ
货§

2

的
に)

計
量
し
得
な
.

S'

と
云
-ふ
こ
と
に
在
ら
ぅ
。
 

從
て
岡
家
公
共
體
が
財
政
淸
要
宠
兄
わ
た
.め.S

，經
將財

：.
と
'そ
の
_國
民
輕
游
，の
持
，

P
諸
.資
源
か
：ら.
.

(

又
は
そ
.の
ぽ
ほ
辉
濟
と
何
等
か
の
.關
保
に 

ぁ
る
外M

資
淑
か
い)

吸
收
す
る
財
政
收(

貨
胳
収
入
父
は
K
物
牧
入y

が
經
費
の
能
-額
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
或
る
量
额
の
公
共
雜
費 

は
そ
の
公
共
収
入
に
等
し
‘從
て
、
公
共
輕
费
の
‘效
果
は
計
量
し
得
な5

か
ら
、
そ
の
量
額
に
於
て
等
し
.

5

公
典
牧
入
の
效
吸
に
よ
っ
.. 

て
測
定
し
よ
ぅ
と
す
る
'、こ
と
に
な
る
。

そ

の

鳳

內

資

源

(

國
民
所
得
又
は
國3?

財
商)

.
か
ら
吸
收
さ
れ
る
i財
政
牧
，入.は
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す
る

.
と
乃gi

は

#
明
す
る
こ
と
が
經
論
の
研
究
で
あ
る
か
の
如
く
、

國
家
の
職
分
を
說
く
於
雜
貴
論
を
取
扱
ふ
こ
と
な
ス
、
取
に
財
腔
入
論
に
進
む
で
し
あ
ふ
，學
激
も
あ
る
。
>若
-
^
國

家

職

分

論

と

阔

家
 

紘

◎論
と
を
同
一
で
あ
る
と
ポ
へ
る
み
で
な
け
れ
ば
、
經
巧
論
に
觸
れ
す
に
敏
過

'レ
て
收
入
論
に

.入
や
て

’.
し
：4
ふ
'と
.と
は

出

來

な

，
い

普

で 

あ
る

0
ま
た
國
家
八
ム
サ
®
#の職
分
を
遂
行
す
る
國
家
給
；

ム
共
施
設——

用
役
給
付)

は
、
經
濟
財
の
獲
得
ふ
使
用
處
分
に
ょ
っ
て
作

V 

,
 

r 

,
 

/

り
出
さ
れ
る
。
，ギ
の
經
ホ
财
の
使
用
處
分
が
經
⑤
現
#
で
；̂
る
パ
'國
家
給
付
が
主
と
し
て
無
形
W
の
提
供
で
あ
る
か
ら
と
：云
..つ
て
そ
の
劇 

家
綺
付
を
作
出
す
る
越
®
の
；̂用

.'
效
果
が
；̂
量
し
得
’な
い
と
云
ふ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

ま
し
て
、(

r, 九
！：！

0
年
代
に
は
國
家
絵
付
，‘‘ 

め

過

半

が

，有

形

財

'(

貸

他)

，、
の

极

供

——
貨
幣
傲
ザ
と
な
っ
て

2
5

る

の

あ

る

，
Q
し
かK

を

.從

巧
.財
政
舉
の
一
線

的
：：

ル
解
に
於
て
は
、 

多
く
の
吸<

ロ
に
、
，經̂
<の
作

ル

，
效

银

P

附
究
を
普
赂
レ
、て
、
直
ち
に
⑩
政
牧
入
を
か
か
に
し
て
調
唐
す
る
か
を
主
要
な
る
研
究
課
題
と 

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
財
败s'l;<

の
充
足
と
財
政
牧
人
の
料
達
と
が
構
货
-
に̂
同
一
で
あ
る
と
云
ふ
誤
つ
た
僻
釋
に
'因
る
所
も
，あ
る

0

-

じ

. 

か
し
收
入
調
违
ル
必
す
し
も
常H

財
政
儒
：要
充
足
を
保M
し
な
い
。

：

ノ， 

.、

’ 

. 

’ 

V
 

國
家
の
職
汾
は
、
國
家
絵
付
に
ょ
っ
て
遂
行
さ
.：̂
、
國
i

付
は
財
政
需
要
を
充
足
す
る
經
博
财
の
侦
用
處
分
に
i
っ
‘て
、作

さ

ま

. 

る
。
財
政
需
要
を
充
足
，す
も
の
は
經
数
で
あ
り
、
収
入
の
調
達
は
財
政
華
P
パ
充
足
の
た
，'
め
，0 ：

任
间
的
f

的
，行
程
.，で
あ
る
。
財
政
需
要
を
.. 

充
足
す
る
翻
費
の
作
用
*
1

(

そ
れ
は
成
效
娘
を
特
っ
國
家
絵
付
を
作
出
す
る)

と
妝
政
收
入
調
達
の
作
用
效
采
と
ほ
招
'互
的
關
聯
ル
I
.
, 

持
っ
が
同
ム
わ
も
の
で
は
な
い
"
脉
败
收
み
の
滅
熏
：

(

更
に
進
ん
其
按
用

V
效
梁)

‘' を
研
究
し
た
だ
け
で
は
：、
：レ
雜
費
：の
：作
用
效
果
を
示 

す
こ
と
に
は
な
ら
な
レ
Q
し
か
る
，

E

旣
成
锻
系
，.の
#
政
學
に
於
；て.は
ぐ

顧

政

收

入

，
の

.調
達
"の
辆
究
を
生
；嬰
任
務
と
.

>

た
が
，0
#收
人
の
作
' 

用

•效
果
の
研
究
が
不
充
分
で
わ
っ
た
ば
か
A
で
な
.く
、：

經
費
の
作
用
•
效
果
め
研
究
に
到
っ
て
何
ほ！

層
に
不
充
分
で
あ
っ
’
た
。

’

.

經
濟
財
の
使
ポ
處
分(

經

0
に
よ
つ
て
资
，國
家
絵
化
が
仏S

さ
れ
る
が
、
、そ
病
家
給
ポ
の
效
巢
が
國
民
に
と
づ
.て
利
益
と
す
る
か 

否
か
を
ぱ
定
す
る
こ
と
は
偵
刹
斯の

！
：

題

-
^あつ
て
科
學
ふ
し

‘て
の
財
政
學

‘の
間
題
で
は
、な>

。

阔
家
絵
付
ぶ
作
出
；

す
，，>0:

國
象％

費

.の
-

\
 

/
- 

、
'
- 

'
, 

-
-
-
-
-
-
-
- 

■

•
-
•
•
•
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V
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.
/
. 

- 

. 

.
-
/ 
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-

.

.

.

.

.

.
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 ■ 
•

.
,

作
用
效
染
の
計

#
と
、
作
り
：
出
さ
れ
る
W

家

給

付

，の

效

跟

を
！
：：

I

f

見
る
か
不
利
猛
と
M

る

か

ふ

偵

値

判

斷

と
：ゆ
嵐
別
煮
ね
ば
な
ら

：'

-
r 

- 

• 

/ 

■ 

• 

, 

t 

V
. 

-
.
.
/ 

- 

- 

.

.

.
-
、

- 

■ 

■ 

_
'
. 

.
 

- 

-
- 

- 

.

.

.

.
 

•

.だ

.い
。
財
政
摩
に
と
つ
て
巧
國
家
給
付
を
作
ポ
す
る
經
戮
の
作
用

.，效
果
を
研
究
す
る
こ
と
ま
ヤ
が
そ
の
研
究
領
域
ホ
：あ
る

'̂
'.:.

そ
しV

 

, 

そ
の
限
界
ま
で
は
財
政
學
の
研
究
を
湾
め
ね
ば
な
ら
な

,

S

o

(

M政
收
人
の
作
ル
效
果
の
研
梵
，の
み
に
止
，ま
っ
て
は
/な
ら
な

'ぃ5:

ザ
'あ
る
0
,
:

 
ニ

-

ド

ィ

ッ

ル

び

英

脚

の

財

政

學

の

洛

A最
大
の
代
表
者

0
一
 
人
で
あ
タ
ヮV

K

ぶ

び

ピ

、ぐ

も

、
經
怒
作
用
繁
と
タ
り
灘
，し
て
、.
：
 

と
公
條
の

.ホ
用
ふ
效
果

’を
#%

し
た
た
め
に
、
そ
の
⑩
斷
を
誤
つ
：

W

居
る
と
思
は
れ
る
：

f

例
が
あ
る

。

.
‘

.'
政
府
が
，ぶ
傅
に
よ
っ
て
财
政
资
金
を
跳
遣
ず
れ
ば
、
公
偵
の
應
募
客
は
自
己
の
貯
潘
レ
又
は
他
に
投
資
す
べ
き」

資
金
を
ぶ
債
に
：：提
供 

し
、
自JT

し
の
所
得
及
び
財
布
狀
熊
は
低
下
し
激
か
の
で
あ
る
か
ら
、
生
産
活
動
も
梢
加
せ
し
め
る
刺
戦
が
少
い

0、
反

之

、

租

税

に

よ

ク

て 

財
政
资
金
を
調
達
す
れ
ぱ
、
租
税
食
婚
ポ
は
そ
の
課
税
に
よ

‘つ
て
所
得
の
；

一

部
を
徵
収
さ
れ
、
そ
の
ぃ
を
：

消̂
贺
父
は
貯
蓄
、
投

S
に
使
用 

レ
傅

.る
購
贺
力
が
滅
少
す
る
ぇ
從
サ
旣
仏
の
輕
濟
狀
態
を
保
時
すK5

た
め

'に
、

牧

入

の

咐

伽

，
：

画̂
ら
ぅ
と
す
る
か
ら
、
生

.P
励
を
梢
加 

せ
し
め
，る
刺
戟
が
强
ヴ
。
，公
借
は
課
税
に
比
し
，て
也

P摩
活
動
を
梢
加
せ
し
め
る
：

(

.刺
戟)

が
少
レ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。(pig:ou ,〜 

-A-'.:s"tudv' in.. public '-.Finance. (1928 〕..v. p.' 244’ .îol.itical. .Economy, '.of

.ざ ar .(1940〕---.- 7
8
I
S

1
,

agnirr 7. 

-. 

Finanzwisseiischaf t. S

..

然
る

.に
、：
‘租
税
と<<T

俄
，ふ
が
生
；

iiS

動
を
梢
加
せ
し
め
る
作

wふ
效
果
は
、★現
！：
に̂

は

、

ヮ

グ

ナ

ァ

，及
：？t

ビ
グ
、
1
の
云
ふ
所
と
は
逆
の 

給
振
を
現
ゆ
す
と
思
ふ

。

- 

.

ピ
グ
I
の
言
を
®
へ
ぱ
、r

政
府
を
’對
立
す
る
も
‘の
と
し
て
Mル
た
社
會」

か
4
、.
/課
槐
に
よ0

て
購
1
M力
が
；̂他= ：5

微
收
さ
れ
れ
ぱ
そ
の 

社
*!:

に
於
て
使
.用
し
得
る
‘腊k

’

力
，は％

す
或
る
期
間
減
少
‘す
る
。
，課
税
牧
人
の
全
額
が
國
内
に
出
さ
化
‘る
と
し
て
も
、
必
：̂

或
ン
時
間 

,

-

公

器
E

s
東
の
W
侧
蚀
に
っ
ぃ
て
ゾ

 

' 

I

' 

■ 

5
 

(

ニ
会

〕

.



:

:

公

器

s

效
f

s

仲
に
っ
い
て
‘，

< 

.

.
“
'
I

 

、

>

パ

'

i

o
 

’ 

,

§
れ

が

あ

る

。

.

$

一

 
般

f

敏

飛

が

就

廣

の

退

購

買

力

の

み

を

吸

收

す

，る

’と

は

保

讀

さ

、

4

な

て

從

て

消

费

と

投

費

が

親

は

，
す

物
 

ま

.
努

務

に

對

す

：有̂

效

構

要

資

は

減

少

す

ダ

ミ
>

く

’と

も

ま

期

間
':̂
持

加

し

な

レ

。

有

效•需

が

減

少

す

れ

ぱ(

或

は

梢

加

し

な

け

 

7

4
ぱ

)

歡

税

％

婚

者

個

人

が

，
盤

に

よ

っ

，

v;̂
《

ウ

た

牧

入

を

補

填

す

グ

ぐ

を

め

，
に

、

生

渡

動

を

ぜ

加

し

た

い

？

！
思

が

あ

っ

て

も

、

そ

の

機

 

會

が

與

へ

，
ら

れ

す

现

焚

に

ゆ

産

新

動

を

粮

加
..}

得

な

-
V 

\
 

•
 

’
 

，

し

か

る

に

政

府

が

公

債

發

行

に

よ

っ

て

財

政

資

金

を

調

建

す

れ

ば

、

接

；

^
は

間

接

に

通

貨

造m
の

作

用

を

持

ち

、

：
或

は

遊

休

资

金

を

 

吸

牧

し

て

、‘そ

の

湖S

に

後

W
さ

‘れ

る

ま

金

又

ル

吸

牧

さ

れ

る

遊

休

消

金

が

> 
物

資

>
,勞

務

に

對

す

る

有

：

^6
§

要

を

現

は

すK
J

と

に

な

 

り

、

布

效

需

度

總

量

が

增
f

、

個

人

に

生

顏

活’動

を

現
！
：《

に

梢

加

し

得

る

織

會

が

與

へ

ら

れ

る

。

' 

/

,

做

P
、

1

經

濟M

 
♦
け

る

生

産

ポ

動

を

れ

加

资

じ

1め

る

作

财

ル

ぜ

振

は

、
.

ビ

グ

I

、(

及

ぴ

：：X

ダ

ナ

ァ)

の

®
,ふ
所

と

.は

逆

に

、

現

賞
-
 

の， 

效
ル

に

っ

い

で

 
H 
ル

ル

ば

、
 

犯

役

ま

出

に

於

て

弱

く

、

《

債

支

出

.

bl

於

で

弾

い
1

の
'で

あ

る

。

’
、

' 

.
\
, 

i

,
の

；
ル

統

財

政

運

説

の

レ
'の

f

は

i
r公

債

，支

ほ

論'：：
に

報

は

れ

て

居

る

が

：

そ

れ

は

バ

ス

テ

プ

ル

に

於

て

次

の

如

く

述

べ

ら

れ

、 

パ

ス

テ

'プ

ル

の

所

説

は

ま

た

ピ

グ

ー

に

よ

っ

て

欺

認

さ

れ

て

居

ス

ン

.

、

.

/ 

'
 

•

-

%

縛

的

-
非
牧
利
的(Non-econolaitnon-remnnerative 〕

,

經
だ
は
ポ
ら
ル
祝
に
よ
ウ
て
支
服
す
ベ
さ
で
あ
っ
て
、i

ポ
し
そ
，

の
，.此
韻
力
.

an

來
な
け
れ
ば
：
.,
そ

め

：
，
於

費
.を
ぺr.

ぜ；

をお；は，か

.い
。；'.;.,
隊
民
.文
化
.：..ヴ.敎
官
社
會
進
步
jの
.促
進
と
1
|
^
,
.
.

ふ
.
-と-と
；は
す
ベ
、
て
氣 

も

望

ま

し

.
S

と
と
で
あ
る
が
、

Ji 、

俄
の
平
段
を
招
ひ
る
’ほ
ど
緊
的
で
は

-な
，s

o國
家
雜
费
め
多
く
の
も
の
が
、
間
接
に
：

y

ホ
的
で 

あ
>
、
將
來
の
<國
民
.

^
を
檢
加
し
得
^
^
.
も
ね
、を
.ぜ
做
し
得
る
こ
1と
ゅ
確
カ
、あ
る
0
敎
ホ
の
.促
進
，い
榮
働
者
住
宅
改
善
の
目
的
の
た
め
の 

公
债
は
、
，

に
そ
§,公
债
利
モ
を
支
辦
し
な
く
’と
も
、

か
得
を
得
加
せ
し
、め
て
都
税
⑩
入
を
梢
加
せ
レ
め
る
こ
と
は
出
來
や 

ぅ
o
_抽
象
的
に
Hル
れ
ば
，、
^
の̂
處
置
は
理
ホ
あ
る
と
も
と
^
は̂
，れ
，る
"
‘が：：1

=
0

的
だ
敦
は
そ
の
適
’用
の
®
難
>
ら
生
ネ
る
0
此
頭
の
經
費

II
I
P

'の
結
振
を
迫
求
測
定
す
る
と
と
は
囚
減
で
あ
っ
で
、
‘そ
の
雑
®
れ
端
巢
に
關
す
るS

か
な
る1=^

明
も
推
溯
，に
據
り
て
居
，る
所
が
多
い
。
し

か
る
に
、
公
#
の§ ：；:

用
は
i

じ
て
居
て
、
共
撒
會
の
席
i

に
！：̂
質
的
ふ
食
擔
と
な
る
。
故
に
、
质
軍
を
明
け~
る
な
ら
ぱ
、

蹈
愤
は
"ま

密
に
經
.濟
的(

卽
ち
败
利
的0

 ®

か
の
た
め
を
除5

て
は
め
し
て
撒
風
.す
べ
'き
で
は
な
-い
。
ま
た
w

i
働
の
領
域
の
擴
大
が
明
か
に
適

當'.(advisi^

だ
e)

t
で
あ
ホ
場
仓
に
の
'
 
み
採
用
す
、ベ
き
で
あ
る
と
一
ポ
ふ
®
 

'
 

‘

こ
の
.バ
ス
チ
グ
ル
の
所
說
を
"

グ
！
は
す
ベ
て
平
常
狀
熊
に
於
で
：止
し
い
途
指
示
す
る
も
の
と
，し
て
'承
認
す
る
。
但
し
、
人
戰
爭

とJK

ふ
特
§

場
'合
に
は
'無
：
^

仲

に

こ

の

原

則
，
に
♦
ふ
こ
と
は
出
來
が
レ
と
云
ふ
？ 

‘ 

/ 

、

、

-
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，サメ
 
照

,

こ
の
揚
☆
も
は
、非
經
⑥
厲(

非
收
利
的)

經
サ
の
か
果
，は
測
定
レ
得
な
い
こ
，と
が
こ
のr

在
债
支
，出
論」

•の
板
本
的
跋
念
；̂
な
っ
て
ほ
る
。

ヶ
ィ
ン
ズ
の
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